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　皆様の疑問にお答えします　

Q1	入園申請はどうするの？
　幼稚園は、認定こども園に申請していただき入園
審査・決定は法人がされます。
　保育園は、従来どおり市に申請していただき入園
審査・決定も市が行います。

Q2	 	保育に欠けない状態になったときには保育園から幼稚園へ変わらなくてはいけないの？
　認定こども園においても、公立園と同様に幼稚園
のクラスに移っていただくことになります。

Q3	 	広い施設に大勢の小さな子どもたちがいるのは、本当に安全なの？
　子どもの人数に見合った十分な保育士を配置し、
子どもたちの安全、安心を見守るなど、その安全な
体制づくりには市も積極的に関わってまいります
のでご安心ください。

Q4	 	特別支援の必要な子も保育してもらえるの？
　専門家を加えた、市が行う検討会の中で民間園に
在籍されるお子様の状況についても十分話し合い、
必要に応じて加配保育士が配置されます。

Q5	保育料はどうなるの？
　幼稚園の保育料は法人で決定されますが、公立園
から引き続き入園される園児は公立園と同額とし、
それを卒園まで継続することになりました。保育
園の保育料は公立園と同じです。

Q6	制服などにお金がかからないの？
　幼稚園の制服は自由です。また、持ち物について
も公立園と変わることはありません。

Q7	定員はどうなるの？
　平成23年度の入園児の動向をみながら現在も検
討中ですが、待機児童を見込んで定員数が定められ
ます。

Q8	 	今までの保育と同じような保育が受けられるの？		どれくらい預かってもらえるの？
　これまで公立園で行ってきた自然体験や動物と
のふれあいなど、特色ある保育やそのよさを、認定
こども園に引き継ぎます。
　保育時間は、幼稚園も保育園も朝７時30分から
最長18時30分まで預けていただけます。

Q9	 	市は認定こども園の関与をいつまで続けるの？
　他の私立園同様に、職員研修や特別支援に係る指
導など積極的に関わりを継続していきます。

Q10		新しいこども園になじめるの？
　あらかじめ、認定こども園の保育士が公立園で子
どもたちとふれあう引き継ぎ期間を設けます。

多
く
の
待
機
児
童
が
…

　
乳
幼
児
期
は
人
間
の
基
礎
を
つ
く
る
極
め

て
大
切
な
時
期
で
す
。
少
子
化
や
核
家
族

化
、人
と
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化
が
進
む
現

在
、こ
の
時
期
の
教
育
や
保
育
―
就
学
前
教

育
は
、ま
す
ま
す
そ
の
重
要
性
を
増
し
て
き

て
い
ま
す
。

　
「
子
ど
も
が
い
き
い
き
と
育
つ
ま
ち
づ
く

り
」を
め
ざ
す
甲
賀
市
で
は
、就
学
前
教
育・

保
育
の
大
切
さ
と
、多
く
の
皆
様
の
願
い
に

応
え
る
た
め
、待
機
児
童（
＊
１
）解
消
を
め
ざ

し
、就
学
前
の
教
育・保
育
環
境
整
備
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、近
年
、０
～
２

歳
の
低
年
齢
児
入
園
希
望
が
多
く
、こ
の
年

齢
層
を
中
心
に
、甲
賀
市
に
は
、現
在
、39
人

（
平
成
22
年
10
月
現
在
）の
待
機
児
童
が
あ

り
、今
後
も
増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
さ
ら
に
地
元
の
希
望
す
る
園
に
入
園
で

い
て
は
、現
在
も
２
つ
の
特
別
教
室
を
普
通

教
室
に
転
用
し
て
運
営
し
て
い
ま
す
が
、来

年
度
以
降
も
教
室
が
不
足
す
る
事
態
を
迎
え

て
い
ま
す
。
運
動
場
も
、日
頃
の
児
童
活
動

や
運
動
会
等
の
行
事
に
対
応
で
き
る
充
分
な

ス
ペ
ー
ス
が
確
保
で
き
て
い
る
と
は
言
え

ず
、今
後
の
児
童
増
に
対
応
で
き
な
い
状
況

で
す
。
ま
た
、小
学
生
児
童
が
放
課
後
利
用

い
た
だ
い
て
い
る
２
つ
の
児
童
ク
ラ
ブ
も
、

今
年
度
は
定
員
を
超
え
、今
後
さ
ら
に
入
所

希
望
者
が
増
え
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
市
は
、こ
れ
ら
喫
緊
の
課
題
を
解
決
す
る

責
務
を
担
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、こ
の「
認
定

こ
ど
も
園
」開
設
を
機
に
、貴
生
川
地
域
の
お

子
様
方
の
幼
少
期
か
ら
学
齢
期
ま
で
を
見
通

法
人
の
経
営
に
よ
る
も
の
で
、現
在
の
と
こ

ろ
、幼
稚
園・保
育
園
あ
わ
せ
て
4
6
0
人
の

園
児
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
園
を
計

画
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、市

内
す
べ
て
の
地
域
か
ら
の
多
く
の
入
園
希
望

に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、「
待
機

児
童“
ゼ
ロ
”」に
向
け
て
大
き
な
役
割
を
果

た
す
も
の
で
す
。

貴
生
川
地
域
の
教
育
環
境
は
…
？

　

貴
生
川
小
学
校
の
児
童
数
は
、現
在
の

6
3
8
人
か
ら
、平
成
27
年
度
に
は
8
1
2

人
と
な
り
、市
内
で
最
も
大
規
模
な
学
校
に

な
る
見
込
み
で
す
。
今
年
度
、小
学
校
に
お

き
ず
、や
む
な
く
、他
の
園
へ
の
入
園
を
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
ケ
ー
ス
も
大
変
多
く
あ

り
、こ
れ
を
合
わ
せ
る
と
待
機
児
童
の
数
は

約
80
人
程
度
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

＊
１　
待
機
児
童
：
一
般
的
に
は
、幼
稚
園・
保
育
園

へ
の
入
園
を
希
望
し
て
も
、定
員
に
空
き
が
な
い
た

め
入
園
で
き
ず
ご
家
庭
等
で
養
育
さ
れ
て
い
る
乳
幼

児
を
待
機
児
童
と
い
い
ま
す
が
、市
で
は
、希
望
す
る

園
に
入
園
で
き
ず
他
の
園
に
入
園
し
て
い
る
乳
幼
児

も
合
わ
せ
て
、待
機
児
童
と
考
え
て
い
ま
す
。

待
機
児
童“
ゼ
ロ
”を
め
ざ
し
て
…

　
甲
賀
市
で
は
、平
成
19
年
に
待
機
児
童
の

解
消
を
は
じ
め
と
す
る
、就
学
前
の
お
子
様

の
教
育・保
育
環
境
を
整
え
る
こ
と
は
、こ
れ

ま
で
の
よ
う
に
市
だ
け
で
整
え
る
に
は
限
界

が
あ
る
、と
の
判
断
か
ら
、全
国
的
な
流
れ
で

も
あ
る
民
間
が
経
営
す
る
園
を
受
け
入
れ
る

必
要
が
あ
る
、と
の
方
針
を
定
め
ま
し
た
。

し
、総
合
的
に
、教
育・
保
育
環
境
を
整
備
充

実
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、現
在
、貴
生
川
幼
稚
園
、貴
生
川

保
育
園
で
行
っ
て
い
る
教
育・
保
育
の
質
を

低
下
さ
せ
る
こ
と
な
く
、新
た
に
開
設
さ
れ

る
こ
の「
認
定
こ
ど
も
園
」に
引
き
継
ぐ
こ
と

が
で
き
る
こ
と
、保
育
料
や
制
服
等
に
つ
い

て
も
公
立
園
と
変
わ
ら
な
い
園
と
な
る
こ
と

か
ら
、貴
生
川
幼
稚
園・
保
育
園
を
閉
園
し
、

「
認
定
こ
ど
も
園
」に
両
園
の
機
能
を
移
転
し

て
継
承
す
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
に
よ
り
、次
の
よ
う
な
取
り
組

み
も
、併
せ
て
、早
急
に
進
め
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

・
地
域
の
中
で
の
教
育・
保
育
を
ご
希
望
に

そ
し
て
、市
と「
民
」が
そ
れ
ぞ
れ
役
割
を
担

い
な
が
ら
、協
同
し
て
就
学
前
の
教
育・保
育

環
境
の
充
実
を
め
ざ
す
こ
と
と
し
ま
し
た
。

平
成
21
年
度
か
ら
水
口
北
保
育
園
、柏
木
保

育
園
、甲
南
の
ぞ
み
保
育
園
の
３
園
を
完
全

民
営
化
し
た
の
も
こ
の
方
針
に
沿
っ
た
も
の

で
す
。

「
認
定
こ
ど
も
園
」が
開
園
さ
れ
た
ら
…

　
昨
年
４
月
に
、「
認
定
こ
ど
も
園
」開
設
計

画
を
う
け
、市
は
、市
内
、と
り
わ
け
、貴
生
川

地
域
に
お
け
る
現
在
の
就
園
希
望
状
況
や
将

来
に
わ
た
る
そ
の
動
向
や
子
ど
も
た
ち
の
安

全
確
保
、保
育・教
育
内
容
、市
の
財
源
、さ
ら

に
は
、貴
生
川
地
域
の
将
来
を
見
通
し
て
の

教
育
環
境
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね

て
き
ま
し
た
。

　
貴
生
川
小
学
校
の
隣
接
地
に
平
成
24
年
4

月
開
園
予
定
の「
認
定
こ
ど
も
園
」は
、市
内

な
る
お
子
様
を
お
預
か
り
で
き
る
認
定
こ

ど
も
園
を
法
人
と
と
も
に
整
備
す
る
こ
と

で
、信
頼
さ
れ
る
就
学
前
教
育
を
実
施
し
、

小
学
校
教
育
へ
円
滑
に
つ
な
い
で
い
く
こ

と
。

・
貴
生
川
小
学
校
の
教
室・特
別
教
室
不
足
、

余
裕
の
な
い
運
動
場
へ
の
対
応
に
つ
い
て

は
、幼
稚
園
跡
地
を
利
用
し
小
学
校
運
動

場
の
拡
張
と
グ
ラ
ン
ド
内
へ
の
不
足
教
室

の
増
設
。

・
保
育
園
跡
地
を
活
用
し
、児
童
ク
ラ
ブ
施

設
と
し
て
活
用
す
る
整
備
。   

認定こども園
＝ただ今、３月議会において審議いただいています＝

問
い
合
わ
せ

こ
ど
も
未
来
課

☎
８
６
‐
８
１
７
９　
Fax
８
６
‐
８
３
８
０

　
「
同
じ
年
代
の
子
ど
も
た
ち
が
集
う
幼
稚
園
、保
育
園
で
子
ど
も
を
育
て
た
い
」、「
仕
事
と
子
育
て
を
両
立
さ
せ
た
い
」、「
子
育
て
に
つ

い
て
気
軽
に
相
談
し
た
い
」。
市
内
に
は
今
、就
学
前
の
教
育・保
育
を
望
ま
れ
る
ご
家
庭
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
な
か
で
、法
人
に
よ
る「
認
定
こ
ど
も
園
」を
設
置
す
る
計
画
が
あ
り
ま
す
。「
認
定
こ
ど
も
園
」は
、法
律
に
基
づ
き
県
条
例

に
規
定
さ
れ
る
基
準
を
満
た
す
施
設
で
す
。

　
計
画
中
の「
認
定
こ
ど
も
園
」は
、『
小
学
校
就
学
前
の
子
ど
も
へ
の
幼
児
教
育・保
育
』と『
市
内
す
べ
て
の
子
育
て
家
庭
を
対
象
に
し

た
子
育
て
不
安
に
対
応
す
る
相
談
』な
ど
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、将
来
に
わ
た
る
教
育
環
境
全
体
を
考
え
た
う
え
で
、開
会
中
の
３
月
議
会
に「
認
定
こ
ど
も
園
」開
設
に
か
か
る
予
算
を
計
上

し
、審
議
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、市
民
皆
様
に
も
市
の
考
え
方
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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21NO.
市長

第21回
自治振興交付金 1億6,000万円を予算化

― 平成23年度予算（案） ―

自主的な地域づくりを支援

　自治振興交付金は、地域のつながりを強固にし、市
民の皆さん自らによる自主的な地域づくりを支援す
るため交付するもので、総額 1 億 6,000 万円を平成
23 年度予算（案）に計上しています。
　同交付金は、基礎交付金、区活動交付金、事務加算
金、事業加算金の 4 つからなり、活用方法については、
地域で協議をいただき、地域自らで決定をいただけま
す。

地域自らが決めた事業展開が可能に
新たに財源を確保

—事業加算金・事務加算金—
　4 つの交付金のうち、今回のまちづくりに併せ、市
が新たに財源を確保したものに、事業加算金と事務加
算金があります。
　自治振興会は、地域や人々のつながりを活かし、市
民憲章にある「あふれる愛にあなたも仲間」の一節が
示す人権尊重のまちづくり理念を基本姿勢としなが
ら、誰もが「住んでよかった、住み続けたい」地域づ
くりのために活動する組織です。事業加算金は、そう
したまちづくりの実現のための事業に活用できます。
　これまでのように、一つの区だけでは人材も少なく
あきらめていた事業も、自治振興会としてなら可能と
なり、その事業費に充当いただけます。
　また、実施したくても地域に余裕がなかったり、ま
た市にも適当な制度がなく財源も確保できなかった事
業にも取り組んでいだだけます。
　事業加算金は、6,200 万円を確保、均等割・人口
割で交付します。
　事務加算金は、自治振興会の事務経費分として交付
するもので、2,200 万円を確保、均等割で交付します。

敬老事業補助金やごみ集積所補助金
などを交付金化
—基礎交付金—

　基礎交付金は、これまでそれぞれの目的に沿った事
業を対象に、各区・自治会からの申請により補助を行
っていた財源を交付金へスライドさせ、申請手続きを
省き、一括交付させていただくものです。
　補助金から交付金とすることで、地域の考えた事業
にその財源を活用いただけるようになります。もちろ
ん、これまで通りの事業に活用いただけますが、事業ご
との補助金申請や実績報告などの手続きは不要です。
　今回、補助金から基礎交付金としてスライドした財
源は、敬老事業補助金とごみ集積所整備補助金、自主
防災総合補助金の一部、防犯灯設置事業補助金、自
主防犯活動団体補助事業補助金で、合計 2,600 万円。
各地区の 75 歳以上の人口数や防犯灯の設置数などに
より交付します。

区・自治会活動もこれまで通り支援
—区活動交付金—

　自治振興会発足後も、現在の区や自治会活動を支援
します。
　現在の区等事務活動交付金を区活動交付金として、
一括交付するもので、5,000 万円を確保、均等割や
世帯数割で算出します。

・・・・・・・・・・・・・・・・

　4 月から新しい地域コミュニティ・自治振興会によ
るまちづくりが本格的にスタートします。
　市は、今後も地域支援に積極的に取り組み、住民自
治の実現をめざします。

地域コミュニティ推進室
		☎65-0687　Fax63-4554問い合わせ

　市では、市内各地区で取り組んでいただいている自治振興会活動を支援するため、平成
23年度から、自治振興交付金による財政支援や地域市民センターの設置、自治振興支援
担当職員の配置を行うこととしており、現在、関係条例（案）や関係予算（案）について
議会で審議をお願いしています。
　今月号では、市の財政支援策「自治振興交付金」について、その詳細をお知らせします。

市長が市民の皆さんの活動場所へ出向き、直接ご意見をお聞きする
「市長ぐるっトーク」を２月17日に開催しました。
21回目となる今回は、市内２か所を訪問させていただきました。

地元産食材で
安心・安全な米粉パンを製造

−甲賀エコファームいちの−

土と火に感謝
登り窯が生み出す味わい後世に

−信楽焼窯元・宗陶苑−

　最初に訪問させていただいたのは、甲賀町の農事組合法人「甲賀エ
コファームいちの」です。
　同法人加工部では、14名の皆さんがＪＡこうか甲賀支所に隣接す
る工房で米粉パンを製造されています。試作を重ねられ、昨年10月
には販売を開始、現在、農産物直売所「四季菜館」やJAグリーン花野果
市で販売されているほか、市内のイベントなどにも出店されています。
　ここで作られるパンは、具材に地元櫟野でとれた安全な野菜や果実
が使用されており、よもぎ、ゆず、にんじん、ブルーベリーなどいろん
な味が楽しめます。
　この日は７名の皆さんから、日頃の活動や今後の課題などについて
お話をお聞きしました。
　米粉パンは食物アレルギーの人にも安心と言われ
ており、市としても米粉の活用を促進しています。
　焼きたての米粉パンを試食した中嶋市長は、
「もっちりしておいしい。健康食ブームにあやか
り、米粉パンも定着する方向で取り組んでいただ
きたい」と皆さんを激励しました。

写真 ① 甲賀エコファームいちの加工部の皆さんと
　　 ② 発酵させた生地に味付けをする皆さん
　　 ③ この日焼きあがった米粉パン、色とりどりで種類も豊富です

写真 ④ 宗陶苑で伝統工芸士の上田宗寿さんと
　　 ⑤ 30年以上前に作られた上田さんの作品・茶花入れ「うずくまる」を見ながら

　次に訪問させていただいたのは、昨年の信楽まちなか芸術祭の余韻
冷めやらない信楽焼の窯元「宗陶苑」です。ここでは窯出しを前に、伝
統工芸士の上

うえ
田
だ
宗
そう
寿
じゅ
さんにお話を伺いました。

　ガス窯が主流となり時代とともに使われなくなる登り窯が多い中、
宗陶苑では、窯づくり職人の技術を伝えるために10年前につくり直し
た登り窯で年３、４回窯たきが行われています。10日以上、薪をたき
続けることで信楽の土の良さを生かした模様や形が引き出され、味わ
いのある作品に仕上がるそうです。
　現在85歳、「この仕事に定年はない」とおっしゃる上田さんは、作家
活動のほか、53年続く陶芸教室で修学旅行生らを受け入れておられま
す。また甲賀看護学校生の実習では、技術だけでなく地場産業である
窯業そのものについても指導されているそうです。
　「信楽の恵みである土と火に感謝することで、作品にも心がこもって
くる」という言葉をお聞きし、上田さんの信楽焼への情熱が後世に受け
継がれることを願わずにはいられません。

❶

❸

❹

❺

❷
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　水道の検針時に漏水が見つかるこ
とがあります。検針は2か月に一度
ですので、思わぬ漏水量になることが
あります。日頃から個人でも次の要
領で管理をお願いします。

❸	回っていれば、宅内給水管のどこ
かで水漏れの可能性があります。
甲賀市指定給水装置工事事業者
に修繕を依頼してください。

❷	量水器の蓋を開けメータ
ーのパイロットを確認。

❶	蛇口を全部閉めます。

　市の水道事業に関する重要な事項に
ついて、調査や審議を行う諮問機関と
して条例に基づき水道事業審議会が設
置されています。
　この第３期の審議会委員に学識経験
者や受益者の代表として次の10名の
方が委嘱されました。また、互選によ
り会長に松

まつ
山
やま

正
まさ

己
き

さん、副会長に曽
そ

和
わ

政
まさ

一
かず

さんが選ばれました。
　任期は平成24年11月29日までで、
今後、水道事業の健全経営・将来計画・
施設整備事業評価等について審議をい
ただきます。
〇就任された委員の皆さん（敬称略）

会　長　松
まつ
　山
やま
　正
まさ
　己

き
（学識経験者）

副会長　曽
そ
　和

わ
　政
まさ
　一
かず

（受益者代表）

委　員　林
はやし
　　　素

もと
　也

や
（学識経験者）

　〃　　中
なか
　井

い
　　　孝

たかし
（　　〃　　）

　〃　　青
あお
　木

き
　利
とし
　之
ゆき

（受益者代表）

　〃　　松
まつ
　林
ばやし
　武
たけ
　雄

お
（　　〃　　）

　〃　　小
お
　倉
ぐら
　千

ち
三
さ
枝
え

（　　〃　　）

　〃　　野
の
　村
むら
　京
きょう
　子

こ
（　　〃　　）

　〃　　北
きた
　田

だ
　順
じゅん
　子

こ
（　　〃　　）

　〃　　清
し
　水
みず
　仁
ひと
　史

し
（　　〃　　）

水道事業審議会
第３期委員を委嘱

水道の漏水　

　上水道業務課　管理係
☎86-8013　 Fax86-8032

問い合わせ

甲
賀
市
あ
ん
ぜ
ん・あ
ん
し
ん
な

ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議
設
立

　
近
年
、交
通
の
発
達
に
よ
り
犯
罪
も
広
域
化
し
て

お
り
、都
市
部
に
限
ら
ず
地
方
で
も
凶
悪
犯
罪
が
多

発
し
て
い
ま
す
。
甲
賀
署
に
よ
る
と
、昨
年
の
当
市

で
の
犯
罪
総
数
は
９
６
６
件
で
前
年
よ
り
47
件
増

加
、１
日
に
換
算
す
る
と
２･

６
件
、何
ら
か
の
事
件

が
市
内
ど
こ
か
で
起
き
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
設
置
か
ら
数
十
年
経
過
し
、劣
化
し
た
水
銀
灯
型

防
犯
灯
を
、２
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯

灯
に
交
換
し
て
い
ま
す
。

　
既
存
の
水
銀
灯
は
低
効
率・短
寿
命
で
あ
り
、こ
れ

ら
を
長
寿
命
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
タ
イ
プ
に
交
換
す
る
こ
と
で

省
エ
ネ
や
電
気
料
金
の
削
減
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

今
回
の

交
換
は
、

水
口
中
学

校
と
城
山

中
学
校
の

通
学
路
に

あ
る
防
犯

灯
３
８
６

基
を
対
象

　
こ
う
し
た
事
態
を
受
け
、犯
罪
の
お
き
に
く
い
ま

ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
、官
民
一
体
で
防
犯
に
取
り
組

む「
甲
賀
市
あ
ん
ぜ
ん・あ
ん
し
ん
な
ま
ち
づ
く
り
市

民
会
議
」が
２
月
21
日
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
は
、区
長
連
合
会
で
組
織
す
る
防
犯
自

治
会
が
防
犯
に
努
め
て
こ
ら
れ
ま
し
た
が
、市
民
会

議
に
は
、学
校
や
公
共
交
通
機
関
、老
人
ク
ラ
ブ
、消

防
団
、奉
仕
団
体
、量
販
店
な
ど
計
37
団
体
が
参
画
、

防
犯
対
策
の
強
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
市
民
会
議
で
は
今
後
、犯
罪
の
発
生
を
知
ら
せ
る

防
犯
メ
ー
ル
の
配
信
や
、市
内
で
増
加
し
て
い
る
自

転
車
盗
や
万
引
き
防
止
に
向
け
た
啓
発
な
ど
、各
団

体
の
協
力
の
も
と
活
動
が
展
開
さ
れ
る
予
定
で
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
と
事
業
者
、行
政
が
連
携
を
密
に
し

な
が
ら
犯
罪
の
芽
を
摘
み
、一
丸
と
な
っ
て
犯
罪
の

な
い
明
る
く
元
気
な
ま
ち
を
め
ざ
し
ま
す
。

青
パ
ト
隊
が
出
発

量
販
店
で
は
中
学
生
が
声
か
け
運
動

　
市
民
会
議
設
立
総
会
後
、希
望
ヶ
丘
地
区
安
全
安

心
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
、広
野
台
西
区
自
主
防
犯
協

議
会
、桜
ヶ
丘
区
自
警
団
、第
四
水
口
台
自
警
団
に
よ

る
青
パ
ト
隊
17
台
が
啓
発
活
動
へ
出
発
し
ま
し
た
。

　
市
内
量
販
店
で
は
水
口
中
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部

の
生
徒
７
人
が
青
パ
ト
隊
の
隊
員
と
と
も
に
、防
犯

声
か
け
運
動
を
実
施
。
買
い
物
客
に
自
転
車
用
ワ
イ

ヤ
ー
ロ
ッ
ク
な
ど
を
配
布
し
な
が
ら
、自
転
車
盗
や

車
上
狙
い
、振
り
込
め
詐
欺
へ
の
注
意
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。

と
し
て
い
ま
す
が
、来
年
度
以
降
に
つ
い
て
も
、故
障

し
た
器
具
か
ら
順
次
交
換
し
て
い
く
予
定
で
す
。

〜
甲
賀
町
大
原
上
田「
ほ
っ
と
サ
ロ
ン
上
田
」〜

　
市
内
各
地
で
は
、地
域
の
安
全
は
地
域
で
守
ろ
う

と
住
民
が
力
を
合
わ
せ
て
防
犯
や
交
通
安
全
に
取
り

組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

　
甲
賀
町
大
原
上
田
の「
ほ
っ
と
サ
ロ
ン
上
田
」で
は

２
月
15
日
、高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
交
通
安
全
と
防
犯

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、県
内
各
地
で
高
齢
者
の
交
通
安
全
教

室
を
行
う
県
警
本
部
交
通
企
画
課
ふ
れ
あ
い
チ
ー
ム

が
来
所
。
女
性
警
察
官
扮
す
る
お
ば
あ
さ
ん
が
登
場

し
、斜
め
横
断
の
危
険
性
や
夜
光
反
射
材
の
効
果
な

ど
を
寸
劇
で
わ
か
り
や
す
く
訴
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、甲
賀
署
か
ら
は
実
際
に
最
近
市
内
で
起

こ
っ
た
振
り
込
め
詐
欺
の
被
害
が
紹
介
さ
れ
、「
自

分
だ
け
は
大
丈
夫
と
思
わ
ず
、不
審
な
電
話
は
ま
ず

疑
っ
て
」と
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

官
民
一
体
で
防
犯
対
策
強
化

防
犯
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
タ
イ
プ
に
交
換

省
エ
ネ
・
Ｃ
Ｏ
２

削
減
に
効
果

地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組
む

防
犯
・
交
通
安
全

“自分たちのまちは 自分たちで守る”を合言葉に
▲市民会議の会長としてあいさつする中嶋市長

▲長寿命で環境にもやさしい
　ＬＥＤ防犯灯

▲啓発活動に出発する青パト隊▲反射材の効果を寸劇で説明する
　県警本部ふれあいチームの女性警察官

▼量販店入り口で防犯を呼びかける
　水口中生徒ら

パイロット
▼
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く
す
り
学
習
館
で
２
月
27
日
、親
子
も
の
つ
く
り
教
室
が

開
催
さ
れ
、22
組
の
親
子
が
絞
り
染
め
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
全
４
回
シ
リ
ー
ズ
の
３
回
目
。
参
加
者
一
人
ひ
と
り
が
、

白
い
ハ
ン
カ
チ
の
一
部
に
ビ
ー
玉
や
割
り
ば
し
な
ど
を
包
ん

で
、輪
ゴ
ム
や
ひ
も
で
縛
っ
て
絞
り
を
施
し
た
後
、甲
南
高
校

の
生
徒
が
、藍
の
合
成
染
料
を
使
っ
て
染
め
出
す
作
業
を
手

伝
い
ま
し
た
。
10
分
ほ
ど
染
料

に
浸
し
て
取
り
出
す
と
空
気
中

の
酸
素
に
ふ
れ
て
見
る
見
る
う

ち
に
青
く
染
ま
り
、子
ど
も
た
ち

も
び
っ
く
り
。
水
洗
い
し
な
が

ら
輪
ゴ
ム
を
は
ず
す
と
、絞
っ
た

部
分
が
白
く
残
り
、さ
ま
ざ
ま
な

柄
が
浮
き
出
て
、自
分
だ
け
の
作

品
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

　
最
終
回
の
３
月
21
日
に
は
墨

流
し
絵
は
が
き
作
り
が
行
わ
れ

る
予
定
で
す
。

　
プ
ロ
の
民
謡
歌
手
か
ら
指
導
を
受
け
る

鈴
鹿
馬
子
唄
学
習
塾
が
２
月
16
日
か
ら
18

日
に
か
け
て
土
山
地
域
の
小
中
学
校
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
教
室
は
、財
団
法
人
あ
い
の
土
山

文
化
体
育
振
興
会
の
主
催
で
毎
年
行
わ
れ

て
お
り
13
年
目
と
な
り
ま
す
。
各
校
で

は
、成な

る

世せ

昌し
ょ
う

平へ
い

さ
ん
ら
が
、地
域
に
古
く

か
ら
伝
わ
る
馬
子
唄
を
歌
詞
の
意
味
を
紹

介
し
な
が
ら
分
か
り
や
す
く
指
導
。
児
童

た
ち
は
独
特
の
節
回
し
を
繰
り
返
し
練
習

し
、民
謡
の
発
声
法
を
習
得
し
ま
し
た
。

　
６
月
に
開
催
さ
れ
る
鈴
鹿
馬
子
唄
全
国
大
会
に
向
け
て
、成
世
さ
ん
は「
み

ん
な
上
手
に
歌
え
て
い
る
。
も
っ
と
練
習
し
て
多
く
の
人
に
大
会
に
出
場
し

て
ほ
し
い
」と
児
童
を
激
励
し
ま
し
た
。

　
　
山
内
小
学
校
の
６
年
生
児
童
６
人
が
卒
業
記
念
と
し
て
制
作
し
て
き
た
木
製
ベ
ン

チ
２
脚
が
３
月
１
日
、完
成
し
ま
し
た
。

　
同
校
で
は
毎
年
、卒
業
記
念
に
木
工
作
品
を
贈
っ
て
お
り
、ベ
ン
チ
作
り
も
児
童
が

考
案
。
地
元
の
元
大
工
鈴す
ず
木き

孝こ
う
市い
ち
さ
ん
の
指
導
を
受

け
、１
か
月
前
か
ら
土
山
産
の
ス
ギ
な
ど
の
角
材
を
、

の
こ
ぎ
り
や
の
み
、か
ん
な
で
加
工
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、木
づ
ち
で
ほ
ぞ
穴
に
ほ
ぞ
を
は
め
こ

み
、脚
や
座
面
の
木
を
接
合
。
座
面
を
取
り
付
け
る

位
置
を
確
認
し
な
が
ら
ね
じ
で
固
定
し
て
完
成
さ
せ

る
と
、児
童
は
早
速
ベ
ン
チ
の
座
り
心
地
を
確
か
め

て
い
ま
し
た
。

　
児
童
の
名
前
が
刻
ま
れ
た
こ
の
ベ
ン
チ
は
、卒
業

後
、校
庭
に
置
か
れ
、在
校
生
ら
に
親
し
ま
れ
ま
す
。

　
日
本
観
光
研
究
学
会
関
西
支
部
の
２
０
１
０
年
度
地
区
懇
話

会
が
２
月
20
日
、か
ふ
か
生
涯
学
習
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
学
会
の
会
員
を
は
じ
め
、市
関
係
者
な
ど
約
80
人
が
出
席
。
基

調
講
演
で
は
ト
ラ
ベ
ル
ニ
ュ
ー
ス
社
編
集
長
の
富と
み

本も
と

一い
っ

幸こ
う

氏
が

「
ア
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
現
状
と
広
域
観
光
の
課
題
」と
題
し
、玉

造
温
泉
で
の
成
功
例
を
挙
げ
て
講
演
、市
か
ら
は
昨
年
３
月
に
策

定
し
た
甲
賀
市
観
光
振
興
計
画
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は「
甲
賀
市
に
お
け
る
着
地
型

観
光
の
可
能
性
」を
テ
ー
マ
に
４
名
の
パ
ネ
リ
ス
ト
が
討
論
、身

近
に
あ
る
も
の
を
活
用
し
、昨
年
開
催
さ
れ
た
信
楽
ま
ち
な
か
芸

術
祭
を
事
例
に
、地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
れ
か

ら
の
観
光
の
あ
り
方
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
邦
楽
と
民
謡
で
綴
る
ふ
る
さ
と
の
情
景　
民
謡・邦
楽　
昨
日・今
日・明

日
」が
２
月
20
日
、あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
に
続
き
２
回
目
の
今
回
は
、甲
賀
市
に

伝
わ
る
民
謡
を
テ
ー
マ
に
３
部
で
構
成
。
地
元

と
プ
ロ
の
民
謡
集
団
の
共
演
で
地
域
に
残
る
民

謡
を
訪
ね
る
第
１
部
に
続
き
、第
２
部
で
は
市

内
の
子
ど
も
た
ち
が
、今
も
歌
い
継
が
れ
る
水

口
囃
子
や
朝
宮
の
茶
摘
み
唄
、す
い
り
ょ
う
節

な
ど
を
発
表
。
第
３
部
は
、県
内
の
演
奏
家
に

よ
る
邦
楽
と
洋
楽
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
、

こ
の
日
の
た
め
に
書
き
下
ろ
さ
れ
た「
鈴
鹿
馬

子
唄
に
よ
る
交こ

う

聲じ
ょ
う

譜ふ

」が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
を
埋
め
た
約
６
０
０
人
の
聴
衆
は
、ふ
る

さ
と
の
情
景
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
多
彩
な
ス

テ
ー
ジ
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

児童らがプロから
　　　民謡の発声法学ぶ

歌い継がれる
　　　民謡のステージ地

元
材
で
木
製
ベ
ン
チ
を
手
作
り

甲
南
高
校
生
も
協
力

　
　
親
子
で
絞
り
染
め
体
験

住
民
主
体
の
観
光
を
提
案

鈴鹿馬子唄学習塾

山内小学校卒業記念制作

邦楽と民謡で綴るふるさとの情景

日本観光研究学会
関西支部地区懇話会

くすり学習館・
親子ものつくり教室

▲活発な意見が交わされたパネルディスカッション

▲ふるさとの多彩な民謡が披露されたステージ

▲鈴鹿馬子唄の練習に励む土山小児童

▲ 木製ベンチの完成を喜ぶ６年生児童と
指導した鈴木さん

▲染料を使う場面では甲南高校生も協力

▲自分だけの絞り染めハンカチ
　が完成

　
奈
良
県
葛
城
市
に
お
住
ま
い
の
森も
り
本も
と
南な
ん
曳え
い
さ
ん
か

ら
こ
の
ほ
ど
、タ
ヌ
キ
を
描
い
た
絵
画
を
市
へ
寄
贈

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
森
本
さ
ん
は
、ユ
ー
モ
ラ
ス
で
な
ん
と
な
く
憎
め

な
い
タ
ヌ
キ
に
魅
力
を
感
じ
、昭
和
52
年
か
ら
タ
ヌ

キ
を
題
材
に
絵
を
描
き
続
け
、画
集
も
出
版
さ
れ
て

い
ま
す
。
森
本
さ
ん
の
叔
父
が
以
前
、水
口
の
お
寺

の
住
職
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、今
回
の
寄
贈
と
な
り

ま
し
た
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
絵
画「
分
福
亭
」は
、寝
そ

べ
っ
た
大
き
な
タ
ヌ
キ
を
中
心
に
、祭
り
の
夜
店
を

楽
し
む
無
数
の
タ
ヌ
キ
が
描
か
れ
た
作
品
で
、あ
い

こ
う
か
市
民
ホ
ー
ル
ロ
ビ
ー
に
展
示
さ
れ
て
い
ま

す
。

奈良県・森本さんが絵画寄贈
幸
せ
分
か
ち
合
う
タ
ヌ
キ

　
　
　
市
民
ホ
ー
ル
に
展
示

▶
楽
し
げ
な
タ
ヌ
キ
を
描
い
た
森
本
さ
ん
の
絵
画「
分
福
亭
」
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〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜
　エネルギーが適量で栄養バランスのとれたお
弁当の料理の組み合わせは主食3：主菜1：副菜2
です。彩りよく作りましょう。

　「食育」の活動としては初めて、土山中学校2年生の家

庭科の授業に参加し、食育講座を行いました。

　最初に、中学生で身に付けたいこととして、

①「早寝・早起き・朝ごはん」の生活習慣を身に付ける

②栄養バランスのよい食事を選択できるようになる

③�地域に伝わる料理や行事を学ぶ

という3点を説明しました。

　その後、中学生男女の1日に必要なエネルギー量か

ら、一食分のお弁当を一緒に作りました。家で手伝い

をしている子、言われたことだけをする子とさまざま

でしたが、楽しく調理していました。先生から「おいし

く完食しました」と聞き、推進員一同ホッとしました。

ごはん

▲ゆで卵の飾り切りに挑戦

◀
当
日
調
理
し
た
お
弁
当豚肉のロール巻

ゆで卵

レンコンのきんぴら
花野菜サラダ（ブロッコリーなど）

健康推進連絡協議会事務局（保健介護課）
  ☎65-0703　Fax63-4085問い合わせ

栄養バランスのとれたお弁当を調理
～土山中学校で食育講座～

副菜：2

主菜：1

主食：3

▪

難
病
患
者
等

　

居
宅
生
活
支
援
事
業

　
難
病
患
者
等
の
方
を
対
象
に
、療
養

生
活
を
支
援
し
ま
す
。

○
難
病
患
者
等
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

○
難
病
患
者
等
短
期
入
所

○
難
病
患
者
等
日
常
生
活
用
具
給
付

　
（
所
得
制
限
あ
り
）

難
病
患
者
等
の
支
援
制
度

　
難
病
患
者
等
の
方
を
支
援
す
る
た
め
の
各
種
制
度
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
い
内
容
は
各
窓
口
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▪

特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業

　

公
費
負
担
制
度

　
特
定
疾
患（
56
疾
患
）と
診
断
さ
れ
、

疾
患
の
認
定
基
準
に
該
当
す
る
場
合

は
、そ
の
治
療
に
か
か
っ
た
費
用
の
一

部
ま
た
は
全
部
が
公
費
に
よ
り
負
担
さ

れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
社
会
福
祉
課　
障
害
者
支
援
係

　
　
　
　
　
　
☎
６
５
‐
０
７
０
２

　
　
　
　
　
　
Fax
６
３
‐
４
０
８
５　

問
い
合
わ
せ

　
滋
賀
県
甲
賀
保
健
所

　
　
　
　
　
　
☎
６
３
‐
６
１
４
８

　
　
　
　
　
　
Fax
６
３
‐
６
１
４
２　

　水口医療センターでは、１月から午後
診療を行っています。
　午後診療の診療科等は次のとおりで
す。

◦診療表
診療科・曜日 月 火 水 木 金

内　　科 ○ ○ ○ ○ ○

整形外科 ○ ○

小児科（心臓病） ○
※

（※は予約制、ただし第4のみ）
◦受付時間：午後１時30分～３時30分
◦診察時間：午後２時～

午後診療を行っています
＝水口医療センター＝

水口医療センター（水口町貴生川293）
☎62-3346　Fax63-1728

問い合わせ

一時預かり保育事業のご案内 　保護者の方の仕事や病気・育児疲れ等によ
り、緊急または一時的に保育を必要とする場
合にお子さんをお預かりします。

市内に住民登録がある方で保育園
に通っておられないお子さん
≪生後6か月（満6か月になった翌月）

～小学校入学前のお子さん≫
（市外にお住まいの方は、特別な必要が
あり、緊急性が認められ、施設に余裕が
ある場合のみの利用となりますので、ま
ずはお問い合わせください。）

年齢・利用時間によって異なります

※年齢は4／1現在
　の満年齢です。

市内在住 市外の方で特別な必要が
あると認められる方　　

1日（8h以内） 半日（4h以内） 1日（8h以内） 半日（4h以内）
0、1、2歳児 2,800円 1,400円 4,000円 2,000円
3歳児 1,400円 700円 2,600円 1,300円
4、5歳児 1,200円 600円 2,000円 1,000円

※年度途中に誕生日がきても、保育料が変わることはありません。
※施設によって別費用が発生する場合があります（詳細は各施設へお問い合わせください）。

対 象 利用料金

　　＊利用手続き＊　　

登録制（登録年度1年間有効）

　　＊利 用 期 間＊　　

理由に関わらず、1か月に14日以内でご利
用いただけます。

　　＊利 用 時 間＊　　

平　日…8：30 ～ 16：30
土曜日…相談に応じます（緊急時等）

社会福祉法人ひまわり会　水口北保育園
☎62-1085 ／ Fax63-8617
社会福祉法人甲南会　甲南のぞみ保育園
☎86-0878 ／ Fax86-0740

※お問い合わせ等は直接上記の対象園にご連絡
ください。

　　＊利用手続き＊　　

申請制		（緊急の場合〈利用理由②〉を除き、利用希望日7日前までに申請）

　　＊利 用 期 間＊　　

理由により、ご利用いただける期間が定められています。
利用理由 利用期間

① 家庭における保育が困難な場合（仕事・就職
活動・免許取得・定期的な通院等） 週3日以内

② 社会的にやむを得ずに保育ができない場合
（急な入院・出産・冠婚葬祭等）

緊急理由発生日を含む
14日以内

③育児に伴う心身の負担を軽減するため（リ
フレッシュ、美容院、買い物、趣味の教室等） 週1日以内

　　＊利 用 時 間＊　　

平　日…実施施設の開園時間において8時間を限度
土曜日…9：00 ～ 12：00

水口子育て支援センター ☎／ Fax65-5511
土山保育園 ☎／ Fax66-0165
甲賀西保育園 ☎88-2242 ／ Fax88-2248
甲南東保育園 ☎／ Fax86-2420
信楽保育園 ☎／ Fax82-0427

※お問い合わせ等は直接上記の対象園にご連絡ください。

実施施設

実施施設

私 立 園 公 立 園

　
土
山
町
商
工
会
が
観
光
振
興
に
生
か
そ
う
と
、

こ
の
ほ
ど
特
産
の
土
山
茶
を
使
っ
た
ス
イ
ー
ツ

５
商
品
を
開
発
し
ま
し
た
。
先
月
か
ら
道
の
駅

あ
い
の
土
山
や
新
名
神
高
速
道
路
の
土
山
サ
ー

ビ
ス
エ
リ
ア
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
同
商
工
会
で
は
、地
域
資
源
の
活
用
を
支
援
す

る
国
の
補
助
金
を
受
け
、昨
年
か
ら
ス
イ
ー
ツ
の

開
発
に
着
手
。
土
山
茶
を
ス
ペ
イ
ン
の
伝
統
的

な
焼
き
菓
子「
ポ
ル
ポ
ロ
ー
ネ
」や
ジ
ェ
ラ
ー
ト
、

紅
茶
ジ
ャ
ム
、焼
き
ま
ん
じ
ゅ
う
、う
い
ろ
う
に

混
ぜ
込
み
、風
味
豊
か
に
仕
上
げ
ま
し
た
。

　
２
月
中
旬
か
ら
販
売
を
開
始
し
た
道
の
駅
あ

い
の
土
山
で
は
、ポ
ル
ポ
ロ
ー
ネ
の
緑
茶
味
が
人

気
。
西
田
駅
長
も「
緑
茶
の
渋
み
や
、ほ
う
じ
茶

の
香
ば
し
さ
な
ど
、ど
の
お
菓
子
も
お
茶
の
風
味

が
よ
く
出
て
い
ま
す
」と
太
鼓
判
を
押
し
て
い
ま

す
。 土

山
茶
を
使
っ
た
ス
イ
ー
ツ

道
の
駅
な
ど
で
販
売
開
始

〜
土
山
町
商
工
会
が
開
発
〜

▲土山茶の風味を生かして開発された
　スイーツ（道の駅あいの土山で）
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　郵便による不在者投票も
　できます
　次に該当する方は、郵便により自宅にて不在者投票
することができます。
1 身体障害者で、身体障害者手帳に両下肢等の障害の程

度が1級または2級である者として記載されている者
 身体障害者手帳に心臓、腎臓等の障害の程度が1級

または3級である者として記載されている者
 身体障害者手帳に免疫、肝臓の障害の程度が1級か

ら3級までである者として記載されている者
2 戦傷病者で、戦傷病者手帳に両下肢等の障害の程度

が特別項症から第2項症までであるとして記載され
ている者

 戦傷病者手帳に心臓、腎臓等の障害の程度が特別項
症から第3項症までであるとして記載されている者

3 介護保険法の要介護者で、要介護状態区分が要介護
度5である者として記載されている者

　ただし、郵便により投票しようとする場合は、事前
に登録する必要があり、また、この登録に時間を要す
ることから、できるだけ早めに下記の選挙管理委員会
まで、お問い合わせください。
注） 郵便による投票は、申請をされた登録者ができる制度で

すので、登録をされていない方は、上記の事由に該当し
ても郵便による投票をすることはできません。

　投票所を一部変更します
　今回の滋賀県議会議員一般選挙の投票日の翌日が
貴生川幼稚園の入園式の日にあたり、入園式の準備と
投票業務が重なることとなり、投票所として使用する
ことが難しいことから、今回の選挙では下記のとおり
変更します。
　今回投票所を変更する投票区の有権者の皆さんに
は何かとご迷惑をおかけしますが、よろしくお願いし
ます。

従前の投票場所 貴生川幼稚園遊戯室
今回の投票場所 貴生川小学校体育館

投票区該当区域 三大寺区　高山区　
三本柳区　かふかの丘区

　その他の投票所についても、ご自宅に郵送します投
票入場券に投票所の名称と略図を記載していますの
で、参考にしてください。なお、場所などが不明の場
合は、下記の選挙管理委員会までお問い合わせくださ
い。

　当日投票に行けない方は
　期日前投票を
　下記のとおり期日前投票を行いますので、投票日当
日、業務や旅行などで投票に行けない方は、ご利用く
ださい。（事前に宣誓書を記入していただきます。）

期　間 4月2日（土）から9日（土）まで

時　間 午前8時30分から午後8時まで

場　所

市役所　水口庁舎
　3階第2・3会議室 65-0667

市役所　土山支所
　1階玄関横スペース 66-1102

市役所　甲賀支所
　1階第2・3相談室 88-4102

市役所　甲南庁舎
　1階ミーティングスペース 86-8010

市役所　信楽支所
　1階事務室 82-1121

持参品 お手元に届いていれば、入場券をご持参く
ださい。

※上記のどの場所でも投票をすることができます。

　不在者投票を
　ご利用ください
　施設や病院に入居や入院されている歩行が困難な
方は、その施設内で不在者投票をすることができま
す。できる日時や詳細については、施設でご確認くだ
さい。なお、投票に関するお問い合わせは、選挙人名
簿が登録されている市町村選挙管理委員会にお願い
します。
　また、仕事や勉強のため、選挙人名簿に登載されて
いるところ以外に現在居住されている方は、投票用紙
を選挙人名簿のある市町村選挙管理員会へ請求して
ください。そして、送付されてきた封筒は、必ず開封
することなく、現在居住しているところの選挙管理委
員会に持参してください。その場で不在者投票をす
ることができます。

　選挙人名簿登録者数
　甲賀市における選挙人名簿登録者数は、平成23年3月2日現在で下記の
とおりです。

男 女 合　計
36,000人 37,702人 73,702人

　選挙権と名簿登録
　投票できる方は、年齢20歳以上の日本国民で、3か月以上甲賀市に住民
登録している方になります。

滋賀県議会議員
一般選挙

年齢要件 住所要件

平成3年4月11日
以前に生まれた方

平成22年12月31日
以前に転入届をした方

注） 期日前投票の期間中に20歳になる方で、20歳になるまでの間に投票され
る場合は期日前投票ではなく不在者投票になりますのでご注意ください。

　住所を移された方の選挙権は
　平成22年12月31日までに転出し、新しい住所地で転入届を出した場合
は、新しい住所地で投票することになります。（前の住所地では投票できま
せん。）
　甲賀市で選挙人名簿に登録されている方が、平成23年1月1日以降に滋
賀県内の他の市町へ転出した場合は、引き続きその住所地で居住している
場合のみ、甲賀市で投票することができます。ただし、市役所等の住民登
録窓口で発行する「引き続き滋賀県の区域内に住所を有する旨の証明書」
が必要です。（証明手数料は無料です。）

　
滋
賀
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
が
4
月
10
日
に
執
行
さ
れ
る
予
定
で
す
。
選
挙
は
、わ
た

し
た
ち
有
権
者
の
代
表
を
選
ぶ
大
切
な
機
会
で
す
。
あ
な
た
の
1
票
が
滋
賀
県
や
甲
賀

市
の
明
日
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
大
切
な
1
票
に
な
り
ま
す
。
安
易
に
棄
権
せ
ず
に

投
票
に
出
か
け
ま
し
ょ
う
。

滋賀県議会議員
一般選挙〔甲賀市選挙区

〕

投票日	4月10日（日）

 午前7時から午後8時まで

甲賀市選挙管理委員会　☎65-0667　Fax63-4561
問い合わせ
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甲賀市ホームページ
http://www.city.koka.shiga.jp/情報のまど information

お知らせ

要介護認定・要支援認定
更新手続きのご案内
　現在、要介護・要支援認定を受けて
おられる方で介護保険被保険者証に
書かれている有効期間が平成23年3
月31日までの方には、更新申請書を
2月初旬に送付しました。今後も継続
して介護保険サービスの利用をご希
望の方で、更新申請手続きがお済み
でない方は、3月31日（木）までのなる
べく早い時期に最寄りの支所または
市民窓口センター、水口社会福祉セン
ター内の保健介護課で手続きを行っ
てください。
問／保健介護課　介護保険係
65-0699・0697／Fax63-4085

健診（検診）カレンダーを
ご活用ください
　平成23年度各種健診（検診）の日
程は、3月中旬～下旬に配布する「健診

（検診）カレンダー」に1年分を掲載し
ます。
　健診（検診）カレンダーは区・自治会
を通じて世帯ごとに配布します。区・自
治会に加入されていない方は、市役
所各支所・保健センターに置いてあり
ますのでご利用ください。
問／保健介護課　健康支援係
65-0703／Fax63-4085

平成23年度固定資産税
評価額の縦覧
　ご自分の土地や家屋の評価額が適
正であるかを判断するため、縦覧帳簿
で他の土地・家屋の価格と比較するこ
とができます。縦覧できる方は、市内
に土地・家屋を所有される固定資産税
納税者本人か、委任状により委任を受
けた方に限ります。
●日時／4月1日（金）～5月31日（火）
8時30分～17時15分（ただし土日祝
日は除く）
●場所／市役所水口庁舎税務課
※ご自分が所有される土地・家屋の評
価額は各支所地域窓口課でも閲覧で

きます。
※縦覧の際には本人確認ができるも
の[運転免許証や固定資産税納税通
知書（5月中旬発送予定）など]と印鑑
をご持参ください。
問／税務課　資産税係
65-0680／Fax63-4574

不動産に関する無料相談会
●日時／4月2日（土）10時～16時

（最終受付15時）
※不動産に関する法律・税務（弁護士・
税理士）の相談時間は13時～16時
●場所／大津プリンスホテル
※予約不要
問／公益社団法人滋賀県不動産鑑
定士協会
077-526-1172

Fax077-521-4406

労働者、事業主の皆さんへ
労働相談所をご利用ください
～夕方や土曜、日曜も相談できます～

　県では労働者や事業主の方が、労
働に関する悩みごとについて相談で
きるよう、労働相談所を設置していま
す。また、労働相談ダイヤルでは、「給
料を切り下げられた」「解雇、契約打ち
切りを言い渡された」「なかなか休暇
を取らせてもらえない」「労働協約に
ついて教えてほしい」等の相談につい
て、専門の相談員が解決に向けてアド
バイスなどを行います。相談は無料で
秘密厳禁です。匿名でも相談できます。
◎労働相談ダイヤル
0120-9

く
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（通話無料）
◎滋賀県労働相談所

（面談での相談もご利用ください）
●相談時間／
月～金曜日（平日）10時～20時
月～金曜日（祝日）17時～20時
土・日曜日　10時～16時
・Fax／077-511-1402

大津市打出浜2番1号　コラボしが
21　6階
問／県労政能力開発課　労政福祉
担当
077-528-3751

Fax077-528-4873

点訳・音訳ボランティア
養成講習会説明会
●日時／4月11日（月）、12日（火）
13時40分～16時
●場所／県立視覚障害者センター

（彦根市松原1丁目12-17）
●内容／視覚障害者に情報を伝える
意義、点訳・音訳とは何か、講習会のス
ケジュール、受講申込手続き、漢字読
み問題など
●申込方法／電話、FAX、Eメールで
氏名、参加日をご連絡ください。（E
メールの場合、件名を「説明会参加」と
してください）
●申込締切／4月7日（木）
問・申／県立視覚障害者センター
0749-22-7901

Fax0749-22-7890
Eメールshice2@smile.ocn.ne.jp

第30回公立甲賀病院健康講座
●日時／4月2日（土）14時～15時
30分頃
●場所／社会福祉センター福祉ホール
●内容／講演「白内障ってどんな病
気？糖尿病で見えなくなる？？」講師　
岡
おか

田
だ

明
あきら
（公立甲賀病院眼科医長）

●対象／地域住民、医療従事者等
●受講料／無料
●申込方法／電話、FAXまたは地域医
療連携係へ直接お申し込みください。
問・申／公立甲賀病院　医療連携情
報室　地域医療連携係
62-0234／Fax62-5273

信楽高原鐵道
一部ダイヤを修正
　3月12日（土）始発から下記のとお
りダイヤを修正しています。
●修正内容／信楽発貴生川行き2本（6
時台、17時台）信楽発6：16→6：14、17：
07→17：05（中間駅については省略）、
貴生川発信楽行き2本（8時台、23時
台 ）貴 生 川 発 8：0 8 → 8：0 9 、2 3：
06→23：07（中間駅については省略）
問／信楽高原鐵道㈱
82-4366／Fax82-3323

催　し

甲賀の生物多様性展
～里山は生きものがいっぱい！～
●期間／3月16日（水）～29日（火）
9時～22時（月曜休館）
●内容／身近な里山での生き物たち
のつながりをパネルで紹介します。
●場所／忍の里プララ・ロビー
※入場無料
問／生活環境課　環境政策係
65-0691／Fax63-4582

にんくる土曜塾
リサイクル工作「牛乳パック
でおもちゃづくり」とおやつ
作り（パフェ）
●日時／4月23日(土）13時30分～
15時30分
●場所／にんくる児童館（相模教育集
会所）
●持ち物／エプロン、三角巾、マスク
●参加費／150円（おやつ材料費）

●定員／先着12名
●申込締切／4月15日(金）
問・申／相模教育集会所
88-5692／Fax88-5696

夜空旅人（天体観望会）
「土星の環

わ
を見てみよう」

●日時／3月26日（土）19時30分～
21時30分
●場所／かふか生涯学習館
●内容／天体のお話、土星・冬と春の
星座などの観望
●申込方法／電話にて下記まで
●申込締切／3月25日（金）先着20
名
※天候・人数等により中止する場合が
あります。
問・申／かふか生涯学習館
88-4100／Fax88-5055

江 ～姫たちの戦国～
＆近江鉄道彦根駅⇔
米原駅間開通80周年記念

「近江を駆け抜けた戦国武将スタン
プラリー」
●期間／3月13日（日）～5月30日（月）
●内容／大河ドラマ「江～姫たちの戦
国～」放送と彦根駅・米原駅開通80周
年を記念したスタンプラリー
（スタンプ台設置個所等）
彦根駅、彦根城、近江八幡駅、八幡山
城跡（八幡山ロープウェイのりば）、日
野駅、日野まちかど感応館、水口城南
駅、水口城資料館
※達成者全員に記念品として「開通
80周年記念缶バッジ」を、さらに抽選
で当選された方にプレゼントを差し上
げます。
●主催／近江鉄道株式会社
●協賛／びわこ京阪奈線（仮称）鉄道
建設期成同盟会
問／近江鉄道㈱　鉄道部　運輸課
0749-22-3303

Fax0749-24-1560

4 月 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 5 月 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火
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　加入できる方
　県内に住民登録または外国人
登録をしている方、県内の事務
所・事業所・学校などに勤務また
は在学している方

◎年間掛金
　１人につき５００円
◎申込期間
　現在、受付中です。4月1日以降で
も加入できます。

◎共済期間
　平成23年４月１日
　　～平成24年３月31日

※ 4月1日以降に加入の方は、加入
日翌日からの共済期間となりま
す。

◎申込方法
　申込書に必要事項を記入し、共
済掛金を添えて、下記の金融機関
または市役所各支所でお申し込み
ください。
　申込用紙については、各窓口に
設置しています。

金融機関（すべて市内）
滋賀銀行、関西アーバン銀行、
滋賀県信用組合、甲賀農業協
同組合、湖東信用金庫、滋賀県
民信用組合、近畿労働金庫

　◎見舞金の請求方法
　必要な書類を添え、市役所生活
環境課および各支所で請求手続き
をしてください。

　見舞金の支給対象
　国内の一般道路で起きた車両
等の事故で、1日でも通院され
れば、見舞金の支給対象となり
ます。（対象とならない場合もあ
ります。）

【例】自転車で道路を走行中、ハ
ンドル操作を誤り、転倒。負傷
し、治療のため通院した。

　ご不明な点は、下記までお問い
合わせください。

交通災害共済加入受付中

生活環境課　生活交通係
☎65-0686　Fax63-4582

問い合わせ
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情報のまど information
子育て支援センターだより子育て支援センターだより

乳幼児期の子どもを持つ保護者の方が、親子の絆を深め心豊かな子どもを育てていくことを応援するため、市内の施設でい
ろいろな事業を行っています。
※参加対象は市内の未就学児とその保護者です。どの地域の活動にも参加していただけます。
※講座の詳しい内容は各担当にお問い合わせください。

乳幼児親子対象の催し 4月の予定

あかちゃんひろば
ぴょんぴょんひろば
キッズランド

０～１歳の未就園児とその保護者
１～２歳半の未就園児とその保護者
２歳半以上の未就園児とその保護者

……
…

…………
※お茶、タオル、着替え、帽子など、各自必要な持ち物をお持ちください。

水口子育て支援センター
☎ 65-5511

〈利用時間〉月～土 ９：00～17：00

あかちゃんひろば
▶日　時：19日（火）10：00～11：30
ぴょんぴょんひろば
▶日　時：12日（火）10：00～11：30
キッズランド（自由遊び）
▶日　時：5日（火）10：00～11：30　
あかちゃんルーム
▶日　時：4、11、18日（月）13：30～15：00
▶対　象：生後２、３か月頃からの子どもと

その保護者
  4日　H22.11月生まれ
 11日　H22.12月生まれ
 18日　H23.1月生まれ
▶持ち物：バスタオル

土山子育て支援センター
☎ 66-0375

〈利用時間〉月～金 ９：00～17：00

あかちゃんひろば
▶日　時：27日（水）10：00～11：30
ぴょんぴょんひろば
▶日　時：8日（金）10：00～11：30
キッズランド
▶日　時：12日（火）10：00～11：30

甲賀子育て支援センター
☎ 88-8115　 88-8145

〈利用時間〉火～土 ９：00～17：00

あかちゃんひろば
▶日　時：22日（金）10：00～11：30
▶場　所：創健館フィットネスルーム

ぴょんぴょんひろば
（こいのぼりをつくろう）

▶日　時：26日（火）10：00～11：30
▶持ち物：はさみ、のり
キッズランド(オープニング）
▶日　時：12日（火）10：00～11：30
リトルひろば（オープン）
▶日　時：5日（火）10：00～11：30
▶対　象：0歳からの未就園児とその保護者
おはなしのひろば
▶日　時：19日（火）10：00～11：30
▶対　象：0歳からの未就園児とその保護者
あかちゃんルーム
▶日　時：1、8、15日（金）10：00～11：30
▶対　象：0～1歳6か月児とその保護者

甲南子育て支援センター
☎ 86-0949

〈利用時間〉月～金 ９：00～17：00

あかちゃんひろば
▶日　時：12、19日（火）10：00～11：30
▶対　象：12日　6か月までの赤ちゃん
 19日　7か月～1歳の赤ちゃん
ぴょんぴょんひろば
▶日　時：18、25日（月）10：00～11：30
▶対　象：18日　1～1歳8か月頃の未就園児
 25日　 1歳9か月～2歳半頃の未

就園児
キッズランド
▶日　時：21日（木）10：00～11：30
ほっこりルーム
▶日　時：12、19、26日（火）・22日（金）13：00

～15：00／13日（水）9：30～11：30、13：00～
15：00／27日（水）9：30～11：30

▶その他：要予約

オープンルーム
▶日　時：11日（月）・7、28日（木）9：30～

11：30・13：00～15：00
 4日（月）9：30～11：30
 18、25日（月）・5日（火）・6、20日

（水）・21日（木）・8、15日（金）
13：00～15：00

 28日（木）11：00～11：15はお
はなし会があります。

信楽子育て支援センター
☎ 82-2799

〈利用時間〉火～土 ９：00～17：00

あかちゃんひろば
▶日　時：7日（木）10：00～11：30
▶対　象：0～1歳のあかちゃんとその保護

者・妊娠中のお母さんとお父さん
ぴょんぴょんひろば
▶日　時：5、19、26日（火）10：00～11：30
▶対　象： 5日　H20.10月～H21.3月生まれ
 19日　H21.4月～9月生まれ
 26日　H21.10月～H22.3月生まれ
キッズランド（なかよしあそび）
▶日　時：15日（金）10：00～11：30
じいじ＆ばあばと遊ぼうひろば

「名札づくり」
▶日　時：13日（水）10：00～11：30
▶対　象：未就園児とその祖父母
パパッとあつまれ！

「手形でこいのぼりづくり」
▶日　時：16日（土）10：00～11：30
▶対　象：未就園児とそのお父さん
いないいないばぁのおへや
▶日　時：21日（木）10：30～11：30
▶対　象：0～1歳6か月の未就園児とその

保護者

4月
　  募　集

第20回鈴鹿馬子唄全国大会
出場者募集
●開催日／6月26日（日）
●場所／あいの土山文化ホール
●出場資格／プロ・アマ問わず誰でも
参加できます。（ただし、過去に優勝さ
れた方は不可）
●申込締切／5月13日（金）
●参加料／一般の部3，000円／少年
少女の部　無料
問・申／あいの土山文化ホール
66-1602／Fax66-1603

家庭教育支援事業
こども未来課
問・申／ 86-8171／Fax86-8380

★もうすぐ親子講座
『赤ちゃんとふれあい遊び』

●日時／22日(金)10:30～11:45
●場所／甲南図書交流館
●対象／妊産婦とその家族
※託児はありません。
※大人の方お一人での参加も可能です。
●定員／要申込・先着20名

★乳幼児おはなし広場
　（同じ内容で２回開催）
●日時／26日（火）10:30～10:50、
11:00～11:20
●場所／水口図書館　※申込不要

公民館事業
★スマイルキッズ

『こいのぼり作り』
問・申／ 82-8075／Fax82-2463
●日時／22日（金）10：00～12：00
●場所／信楽中央公民館
●定員／要申込・15組程度

児童館事業
★にんくる子育て広場  粘土遊び
『いろんな色の粘土でおもちゃを作ろう』
問／ 88-5692／Fax88-5696
●日時／22日（金）10：00～11：30
●場所／にんくる児童館（甲賀 相模
教育集会所）
●定員／要申込・15組

★かえで子育て広場
『楽しいおりがみ』

問・申／ 86-4363
●日時／21日（木）10：30～11：30
●場所／かえで会館（甲南）
●定員／要申込・15組
●持ち物／折り紙10枚、のり、はさみ

★たけのこ子育て広場
『こいのぼり作り』

問・申／ 82-2361／Fax82-3616
●日時／18日（月）10：00～12：00
●場所／たけのこ児童館（信楽西教
育集会所）
●定員／要申込・先着15組

3 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

※場所の掲載がないものは、各子育て支援センターで行います。
※子育て広場の対象は、右記のとおりです。お気軽におこしください。

　子育て相談　　子育ての悩みや不安など、どんなことでも一人で悩
まずご相談ください。（電話・ファックス・来所いずれでも結構です。）
　子育て広場　　誰でも気軽に参加でき、ふれあえるひろばです。季節
の遊びを楽しんだり、身近な地域への出前ひろばもしています。お父さ
ん、おばあちゃん、おじいちゃんの参加も心よりお待ちしています。
◦名称：あかちゃんひろば、ぴょんぴょんひろば、キッズランド
　※対象は右上参照（年齢をわけていますが、おおむねの年齢です）

　子育て講座　　子育てをしていく中で大切にしたいことを学ぶ講座
を開催しています。また、子育て中の保護者の方にほっとしてもらえ
るリフレッシュ講座もあります。（講座によって託児有）
　子育てサークルの支援　　子育てサークルの立ち上げのお手伝いを
しています。
　子育て情報の提供　　子育てに関するいろいろな情報を提供してい
ます。

　子育て支援センターは、乳幼児期の子どもさんと子育て中のお母さん、
お父さん、おばあちゃん、おじいちゃんが、ホッと安心できたり、元気が出
たりするところです。親同士がゆっくり語り合える子育て仲間と出会い、
お友達との交流を通して子どもがお互いに育ち合うところでもあります。
　市内在住の方ならどなたでも利用できます。お気軽にお越しください。

水口子育て支援センター ☎・Fax65-5511 月～土曜日　9:00 ～ 17:00
甲賀子育て支援センター ☎88-8115  Fax88-8145

火～土曜日　9:00 ～ 17:00
信楽子育て支援センター ☎・Fax82-2799
土山子育て支援センター ☎66-0375

月～金曜日　9:00 ～ 17:00
甲南子育て支援センター ☎・Fax86-0949

※ 水口子育て支援センターでは、一時預かり保育や、病後児保育を実施しています。

甲賀市子育て支援センターでは
地域の子育てを応援しています

一度のぞいてみてくださいね！
お待ちしています。

　託児をはじめ、子育て支援センター事業のサ
ポートをしていただく「子育て支援サポーター」
の養成講座を開催しています。
　詳細については、各子育て支援センターにお
問い合わせください。

　市内在住のおおむね0 ～ 3歳の
子どもとその保護者が、いつでも
気軽に立ち寄れる広場です。
●場所：甲南青少年研修センター

（甲南町葛木875番地）
●開催日時：毎週火・水・金曜日の
10 ～ 15時
●ブログ：http://kokatudoi.
shiga-saku.net/

甲賀市 つどいの広場

【
利
用
時
間
】

サントピア　春の教室・短期教室　受講生募集
曜日 教室名 日程 時間 定員 受講費用

月

スクラップブッキング
教室

初級者コース  4/11、4/25
経験者コース  5/9、5/23

全2回×2コース
19:30～21:30 各8名 各2,300円

伝統文化を楽しもう!!
お茶・いけばな教室

4/11～5/23
隔週全4回 19:00～21:00 10名 3,500円

火 フラワーアレンジメント
教室

4/12・4/26
隔週全2回 19:30～21:30 20名 5,300円

水
英会話教室 4/13～6/15

全9回（5/4は休み） 19:00～21:00 10名 2,400円

	筆で金封書き、暑中見舞、
Ｔシャツを創ろう教室

5/11～7/20
隔週全6回 19:00～21:00 10名 1,600円

木 エアロビクス教室 4/14～6/16
全9回（5/5は休み） 19:00～20:00 50名 2,700円

金
料理教室

4/15～6/24
全9回

（4/29、5/6は休み）
19:00～21:00 20名 7,000円

パワーヨガ教室
4/15～6/24

全9回
（4/29、5/6は休み）

20:00～21:00 23名 1,200円

●対象／平成23年4月1日現在で15歳以上35歳以下の方（中学・高校生は除く）
●申込期間／3月22日（火)～4月5日（火）の9時～21時（土日は除く）
●申込場所／サントピア水口　勤労青少年ホーム窓口（電話、代理での申込不可）
※詳しくはお問い合わせください。
※エアロビクス教室受講費は1年間のスポーツ保険代込み。
問・申／勤労青少年ホーム　 63-2952／Fax63-6788
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催し

2 土 14:00～14:30 おはなし会

16 土 14:00～14:30 おはなし会

26 火 ①10:00～10:50
②11:00～11:20

おはなし会
＊乳幼児向け

移動図書館 	 地域	 小学校

11 月 松尾・岩上方面

※４月の小学校
への巡回は
ありません

12 火 柏木・伴谷方面

13 水 伴谷方面

19 火 貴生川方面

催し

1 金 13:30～15:30 対面朗読
＊事前予約要

9 土 11:00～11:30 おはなし会
＊乳幼児向け

15 金 13:30～15:30 対面朗読
＊事前予約要

17 日 11:00～ おやこでえいがかい
「ごんぎつね」

17 日 14:00～ ふるる日曜名画座
「手紙」

22 金 14:00～14:20 紙芝居を楽しもう

23 土 14:0０～14:30 おはなしたまてばこ
おはなしかい

移動図書館 　	 	 小学校

27 水 甲南第三小学校

催し

6（水）～24（日） エコプロジェクト
（雑誌のリサイクル）

9 土 16:00～16:30 おはなし会

23 土 16:00～16:30 おはなし会　

移動図書館 	 	 小学校

20 水 山内小学校

20 水 鮎河小学校

催し

3 日 19:30～21:00
（開場19：00）

ヴァイオリン＆
ピアノコンサート
演奏：藤原利佳・
　　  河本清子

7 木 11:00～11:30 おはなし会
＊乳幼児向け

9 土 16:00～17:00 おはなし会

23 土 16:00～17:00 おはなし会

移動図書館

＊4月の巡回はありません

催し

9 土 14:00～15:00 おはなし会と工作

23 土 11:00～11:30 おはなし会　

24 日 14:00～15:50 日曜映画会
「HAZAN」

25 月 11:00～11:30 おはなし会
＊乳幼児向け

移動図書館 	 地域	 小学校

12 火 油日方面

※４月の小学校への
巡回はありません19 火 佐山方面

26 火 大原方面

水
口
図
書
館

甲
南
図
書
交
流
館

土
山
図
書
館

信
楽
図
書
館

甲
賀
図
書
情
報
館

日 月 火 水 木 金 土

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30

日 月 火 水 木 金 土

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30

日 月 火 水 木 金 土

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30

日 月 火 水 木 金 土

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30

日 月 火 水 木 金 土

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30

開館時間：10：00～18：00
☎63-7400  Fax63-4737

開館時間：10：00～18：00
　　　　（金曜日は21：00まで）
☎86-1504  Fax86-1505

開館時間：10：00～18：00
☎66-1056  Fax66-1067

開館時間：10：00～18：00
☎82-0320  Fax82-3921

開館時間：10：00～18：00
☎88-7246  Fax88-7005

4月図書館だより

甲賀市図書館ホームページ
http://lib.city.koka.shiga.jp/

　３月といえば、卒業式。誰もが通る
道で、人生の節目となる卒業式。一
緒に過ごした友だちや先生たちと、最
後の思い出作りにみんなで歌いたい
曲がたくさんあると思います。
　そんな中で、ここ数年、「桜」をテー
マやタイトルにした「桜ソング」が多
いと思いませんか。「桜ソング」は、
卒業式、入学式、入社式などが行わ
れる３月～４月の時期によく使われま
す。どうして私たちは桜に魅かれるの
でしょう。それは、一斉に花を咲かせ
る桜がとても美しいからでしょうか。
それとも、咲いたかと思うと、あっと
いう間に散ってしまう桜が恋しいから
でしょうか。
　春と秋に二度咲く桜、夏の盛りに
咲く桜、厳冬期に咲く桜など、桜は一
年中、日本のどこかで咲いています。
　印

いん
南
なみ

和
かず

磨
ま

著「桜は一年じゅう日本
のどこかで咲いている」は、意外な季
節に咲く桜をはじめ、四季折々に咲く
全国の知られざる桜を紹介していま
す。

＊移動図書館は都合により変更になる場合があります。詳しくは各図書館にお問い合わせください。

●：休館日　〇：閉館作業日　

らいぶ らりん

相

談

コ

ー

ナ

ー

4月

♣人権なんでも相談
人権推進課　☎65-0694　Fax63-4582

　法務大臣が委嘱した人権擁護委員が、日常
生活での悩みごとや心配ごとのほか、地域や
職場でのトラブルや差別など、様々な相談に
応じます。申し込みは不要です。

◦ 4日（月） 甲賀支所2階第5会議室
◦ 5日（火） 土山開発センター２階談話室
◦ 8日（金） 信楽開発センター１階会議室Ｆ
◦ 14日（木）  水口社会福祉センター２階
  身障研修室
◦ 19日（火） 甲南庁舎２階団体室
時間／13：30～16：00

♥男女の悩みごと相談
相談窓口　　☎65-0751
人権推進課　☎65-0695　Fax63-4582

　家庭や地域・職場での人間関係、男女間の
トラブルなど、暮らしの中での様々な悩みごと
に応じます。

◦   1日（金）・ 4日（月）・ 6日（水）
  8日（金）・11日（月）・13日（水）
 15日（金）・18日（月）・20日（水）
 22日（金）・25日（月）・27日（水）
　水口庁舎１階人権推進課内相談室
時間／９：00～16：00
※ 相談方法：電話または面接相談（面接相談

は事前予約が必要）

♣行政相談
生活環境課	 ☎65-0686　Fax63-4582
滋賀行政評価事務所「行政苦情110番」
	 	 ☎0570-090110
	 	 Fax077-525-1149

　総務省が委嘱した行政相談委員が国の仕事
や特殊法人の業務について相談に応じます。申
し込みは不要です。

◦ 4日（月） 水口社会福祉センター
◦ 6日（水） 土山開発センター
◦ 14日（木） かふか生涯学習館
◦ 15日（金） 甲南庁舎２階団体室
◦ 20日（水） 信楽開発センター
時間／13：30～16：00

♥結婚相談
農業振興課　☎65-0711　Fax63-4592

　市が委嘱した結婚相談員が各地域で結婚
を希望される方の相談に応じます。申し込み
は不要です。

◦2日（土）・16日（土）
　水口庁舎南別館１階、
　甲南農村環境改善センター
時間／13：00～16：00

♣教育相談
学校教育課（こども教育支援係）
☎86-8100　Fax86-8196

　主に小・中学生に関する悩みごとや困りご
とについて、臨床心理士が相談に応じます。予
約制となっています。

◦問い合わせ受付／
　土・日・祝日を除く ８：30～17：15
場所／学校、市役所甲南庁舎、甲賀市適応指
導教室など（ご相談ください）

♣就労相談
商工観光課　☎65-0710　Fax63-4087

　就職・転職のための情報提供や公共職業安
定所への取り次ぎを行います。また、雇用保険
の受給者の方の就職活動としてもご利用いた
だけます。申し込みは不要です。

◦5日・12日・19日・26日（火） かえで会館
◦6日・13日・20日・27日（水） 梅田会館
◦6日・13日・20日・27日（水） 西教育集会所
◦7日・14日・21日・28日（木） 牛飼教育集会所
◦7日・21日（木） 清和会館
◦12日・26日（火） 新城教育集会所
◦13日・27日（水） 伴谷公民館
◦14日・28日（木） 土山開発センター
時間／９：30～11：30

◦15日（金） 泉教育集会所
◦15日（金） 相模教育集会所
◦8日・15日・22日（金） 信楽開発センター
◦5日・19日（火） 宇川会館
◦6日・20日（水） 水口中央公民館
◦6日・20日（水） かふか生涯学習館
◦8日・22日（金） 大久保教育集会所
◦13日・27日（水） 上野教育集会所
時間／13：30～15：30

相
談
は
無
料
で
す
の
で
、お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
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も
の
づ
く
り
こ
う
か

　高齢者向けの交通安全教室を行う県警本部ふれあいチームのお
二人が地域のサロンへ来られたときのことです。
　最初の自己紹介から一変、お一人が衣装を替え、腰を曲げて杖を
つきながら登場しました。いかにも身近にいそうなおばあさんの姿に
親近感がわき、会場は笑いの渦に。日常にありがちな行動が再現さ
れると、だれもが「あるある」とうなずき、テンポよく繰り返されるおば
あさんと警察官のやりとりに引き込まれました。寸劇を楽しみながら、
メインテーマである「高齢者の交通事故防止」についてわかりやすく
学ぶことができ、県内各地で引っ張りだこというのも納得できます。
　ふれあいチームでは「いかに共感を得るか」を大切に活動されて
いるそうです。これは市の広報紙にも共通していると思います。その
時々に応じた身近な話題を提供することで共感を得てもらい、そこ
から考えたり学んだりしてもらえるような広報編集に努めたいと思
います。ふ

編 集 後 記

総数
男
女
世帯数

（－ 67）

46,860人
47,849人

32,452世帯

（－46）

（－21）

（－3）

94,709人
※（　）内は前月比 Ｈ２２．11．３０現在

甲 賀 市 の 人 口 の 推 移

甲南庁舎　
甲賀市甲南町野田８１０番地
【上下水道部】
　 ０７４８－８６－８０００　　 ０７４８－８６－８０３２
【教育委員会】
　 ０７４８－８６－８００２　　 ０７４８－８６－８３８０
市民窓口センター　
甲賀市水口町水口６０５３番地
　 ０７４８－６２－１６２１　 　   ０７４８－６３－４０８６
土山支所　
甲賀市土山町北土山１７１５番地
　 ０７４８－６６－１１０１　　    ０７４８－６６－１５６４
甲賀支所　
甲賀市甲賀町相模１７３番地１
　０７４８－８８－４１０１　　   ０７４８－８８－３１０４
甲南支所　
甲賀市甲南町野田８１０番地
　 ０７４８－８６－４１６１　 　   ０７４８－８６－８０２９
信楽支所　
甲賀市信楽町長野１２０３番地
　 ０７４８－８２－１１２１　　    ０７４８－８２－３４１５

甲賀市役所　
〒５２８-８５０２  甲賀市水口町水口６０５３番地
　 ０７４８－６５－０６５０　　 ０７４８－６３－４５５４

『広報あいこうか』の名称は市民憲章のそれぞ
れの頭文字を並べてできる「あい　こうか」か
ら名付けています。市民憲章とともに皆さんに
親しまれる広報誌をめざします。

「広報あいこうか」がホームページでも
ご覧いただけます！

甲賀市ホームページ　
http://www.city.koka.shiga.jp/

編集 ・発行

Fax☎

Fax☎

Fax☎

Fax☎

Fax☎

Fax☎

Fax☎

Fax☎
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自
動
車
内
装
部
品
を
中
心
に
製
造

　

当
社
は
昭
和
29
年
に
大
津
市
に
創

業
し
ま
し
た
。
現
在
製
造
２
社
６
工

場
を
中
心
に
湖
南
グ
ル
ー
プ
と
い
う

名
称
で
、プ
レ
ス
加
工
、樹
脂
成
形
加

工
、樹
脂
塗
装
加
工
、ダ
イ
カ
ス
ト
鋳

造
加
工
、家
電
製
品
の
完
成
品
組
立
加

工
等
、あ
ら
ゆ
る
分
野
で
企
業
活
動
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

　

３
年
前
に
甲
南
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
パ

ー
ク
内
に
新
設
し
た
甲
賀
工
場
で
は
、

自
動
ラ
イ
ン
で
の
金
属
プ
レ
ス
加
工

と
自
動
溶
接
機
に
よ

る
溶
接
加
工
、成
形
機

に
よ
る
樹
脂
成
形
加

工
と
付
随
す
る
組
立

加
工
を
行
っ
て
お
り
、

自
動
車
の
内
装
部
品

を
は
じ
め
、家
電
製
品

の
構
造
部
品
や
外
装

部
品
な
ど
を
製
造
し
て
い
ま
す
。

新
分
野
へ
の
積
極
的
な
展
開
を

　

当
工
場
で
は
ロ
ボ
ッ
ト
化
に
よ
り

生
産
性
を
高
め
、コ
ス
ト
削
減
に
努
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、従
業
員
は
半
数
以

上
を
市
内
か
ら
採
用
し
て
お
り
、地
元

雇
用
に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　
プ
レ
ス・成
形・ダ
イ
カ
ス
ト・金
型

を
コ
ア
技
術
と
位
置
付
け
、そ
の
融
合

を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
、生
産
技
術
の

向
上
と
研
さ
ん
を
社

員
一
丸
と
な
っ
て
今

日
ま
で
伝
承
さ
せ
て

き
ま
し
た
。
今
後
は
、

新
名
神
に
よ
る
三
重

県
、愛
知
県
方
面
へ
の

交
通
の
便
を
生
か
し
、

新
分
野
に
も
積
極
的

に
事
業
進
出
を
図
り

ま
す
。
生
産
は
海
外

へ
出
て
行
く
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、家

電
や
自
動
車
、住
宅
設
備
関
係
に
お
け

る
幅
広
い
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
代
表
取
締
役
社
長　
金か
ね
原は
ら
宣の
ぶ
秀ひ
で
氏
談
）

甲賀ポン蔵　©2008 甲賀市工業会

＊�このコーナーでは、甲賀市工業会に
加盟されている、ものづくり企業を
紹介していきます。

▲お話を伺った
　金原社長

甲賀市工業会事務局（商工観光課）
☎65-0709　Fax63-4087

甲賀市工業会についての問い合わせ

設　
　
立
：
平
成
20
年
２
月

従
業
員
数
：
45
名

所
在
地
：
甲
南
町
柑
子
２
０
０
２–

２
８

☎
８
６
‐
７
８
７
８

Fax
８
６
‐
７
７
８
１

D
A
TA

▲射出成形機

社会・環境との共生をめざして

湖南精工株式会社  甲賀工場
URL：http://www.konan-g.com/seiko06.html

■
■
■
■
■
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鳥 カワセミ

甲賀市の花・木・鳥

木 スギ花 ササユリ

□国民健康保険税（12期）

□保育料・幼稚園使用料

□介護保険料（12期）

□後期高齢者医療保険料

□公共下水道使用料・
　 農業集落排水施設使用料・
　 処理施設使用料

◦ 今月の納税等 ◦

市税等の納付には、便利な「口座振替」をご利用ください。
納期限は3月31日（木）です
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